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ホンザル 5個体とアカゲザル 7個体,カニクイザル 2
個体を解剖し,四肢長骨を掃出した.現在これらの四
肢骨標本を晒骨しており,今後,2004年度収it!材料と
同様に,骨幹部横断面の骨組織形憶計測を行ない,骨
格各部位におけるモデリング･リモデリングの様相を
解明する予定である.
2ニホンザルによる種子散布過程における種子破壊率
の推定
大谷達也 (森林総合研究所九州支所)
対応者 :室山泰之
種子散布者としてのニホンザルの有効性を検証す
るため,飼育下の個体に既知数の果実を食べさせて,
排壮されるまでに破壊される種子の割合を罪出した.
鹿児島県屋久島の西部林道域において採取した 5樹種
の果実を,2006年 1月6日から15日にかけて,歪長類
研究所の個別ゲージで飼育されているニホンザル 5頭
に与え,フン中の種子を数えた.与えた果実数,果実
あたり種子数,および排壮された柾子数から,種子破
壊率を罪出した.その結果,種子破壊率の平均値は
76.2%(土25.9%,n=25)で,採食された種子の大部分は破
壊されることがわかった.樹種ごとの種子破壊率の中
央値は,ヒサカキ90.1%,ハマヒサカキ84.4%,シャシ
ャンボ39.9%,シマサルナシ86.4%,およびアコウ94.3%
であった.各樹種の種子の堅さと破壊率の間には相関
が認められなかった(n=25,†-0.13,p>0.05).種子破壊率
には樹種間で有意な差がみられなかったがOTriedman
test,dF4,p=0.054),サル個体間には有意な差がみられ
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